
金
滞
古
蹟
志
血
管
サ
一

し
、
以
の
外
御
立
腹
被
b

遊
た
り
。
此
趣
金
滞
ヘ
聞
え
、
本
多
安
易
以

下
、
未
だ
小
松
よ
り
兎
角
被
=
仰
出
-
無
v
之
と
い
へ
ど
も
恐
縮
し
、
右

廻
り
番
の
者
共
吟
味
設
す
庭
、
十
兵
衛
若
黛
の
手
付
の
段
明
白
に
付
.

十
兵
衛
へ
預
け
置
底
、
若
黛
途
に
自
害
し
相
果
て
た
り
。
此
旨
小
松
へ

相
聞
え
、
倫
以
御
立
腹
被
ν
遊
‘
一
一
傘
存
ん
で
指
し
申
す
と
の
御
誌
に

て
、
平
三
郎
に
切
腹
被
a
仰
付
吋
但
表
立
金
海
へ
何
と
も
被
昌
仰
出
-
無
v

之
。
念
遮
江
戸
へ
各
食
議
、
小
松
之
御
様
鉢
最
初
に
及
=
雪
上
吋
如
何

様
共
微
妙
公
御
腹
の
・
な
ほ
ら
せ
ら
れ
侯
や
う
に
可
=
申
付
-
皆
、
御
返

事
到
来
す
。
安
房
等
群
議
仕
、
共
夜
廻
り
呑
の
小
姓
中
不
ν
磁
方
々
へ

漬
け
、
共
後
い
か
ゃ
う
共
御
意
次
第
の
由
、
小
松
へ
伺
候
慮
、
共
夜

の
番
頭
不
作
法
に
思
召
候
。
十
兵
衛
儀
も
若
紫
自
殺
骨
伊
仕
候
段
、
是

以
不
縮
之
由
被
=
仰
出
吋
日
夏
市
郎
右
衛
門
は
篠
原
織
部
賀
り
.
氏

家
十
兵
衛
は
縞
嶋
捕
右
衛
門
預
り
在
v
之
慮
、
雨
入
共
切
腹
可
昌
申
付
-

皆
、
従
-
-
金
津
-
言
・
上
之
二
ん
に
思
召
由
御
綻
に
て
、
則
市
郎
右
衛
門
方

へ
は
平
三
郎
せ
が
れ
に
大
橋
又
兵
衛
を
被
昌
指
添
一
一
検
使
に
被
』
遁
.
市

郎
右
衛
門
に
せ
が
れ
雨
入
切
腹
す
。
氏
家
十
兵
衛
も
せ
が
れ
一
人
有
v

之
、
同
事
に
切
腹
す
云
々
。
と
あ
り
。
又
閥
屋
政
春
の
古
兵
談
に
も
、

利
常
卿
小
松
へ
御
隠
居
、
小
松
附
の
衆
い
ま
だ
過
半
金
津
に
居
た
る

衡
は
、
酒
井
宮
内
股
へ
立
身
に
て
在
付
き
蹄
参
せ
宇
。
金
森
平
三
郎

は
三
百
石
取
り
た
り
。
共
夜
浮
佳
寺
へ
墓
参
詣
い
た
し
‘
寺
中
に

τ

犬
酒
呑
み
‘
酔
狂
し
て
廻
香
に
出
合
ひ
‘
喧
嘩
た
仕
出
し
た
り
と
聞

え
た
り
。
共
頃
迄
は
小
勝
廻
番
に
は
、
必
守
番
頭
一
人
宛
加
り
て
廻

り
た
り
と
た
り
。
日
夏
市
郎
右
衛
門
・
有
樺
太
郎
左
衛
門
雨
入
は
‘
陽

民
公
御
部
屋
住
の
時
分
よ
り
、
番
頭
を
勤
め
た
る
者
也
。
と
あ
り
。

三
畳
記
に
は
、
寛
永
十
七
年
七
月
盆
中
の
事
成
る
に
、
所
々
に
昭
り

移
し
く
、
鈴
り
騒
動
し
け
る
に
)
黄
門
公
は
小
松
へ
被
v
震
v
入
、
光
高

君
は
御
在
江
戸
也
。
御
留
守
と
申
し
、
御
隠
居
の
初
め
也
。
楽
し
い
か

成
る
申
分
出
来
せ
ば
、
宜
し
か
る
ま
じ
と
て
、
夜
廻
を
出
し
開
り
を

遁
ち
ら
せ
と
、
老
中
よ
り
被
=
申
渡
吋
夜
廻
り
衆
出
で
‘
品
、
所
々
の
躍

り
を
迫
散
ら
す
。
然
る
底
に
、
金
森
平
三
郎
小
松
へ
引
越
す
内
た
れ

共
、
病
気
に
付
録
"
義
一
一
生
会
津
へ
出
在
v
之
、
部
位
寺
旦
那
に

τ参
詣

す
る
庭
、
夜
廻
り
衆
取
範
め
て
答
め
け
り
。
共
比
迄
は
、
御
留
守
中

は
月
夜
に
も
挑
灯
な
れ
ば
‘
金
森
殊
に
火
は
不
v
燈
、
谷
め
ぬ
る
も
道

理
也
。
金
森
是
は
寺
参
也
。
目
も
あ
か
ぬ
人
々
哉
と
、
言
葉
少
に
答

へ
け
れ
ば
‘
夜
廻
衆
‘
寺
参
に
は
作
法
も
あ
ら
め
、
た
で
付
に
ち
ゃ

せ
ん
髪
、
上
下
も
着
せ
占
1
0

傷
至
極
。
足
軽
共
の
棒
に
賞
り
給
ふ
た

金
海
古
蹟
志
巻
骨
一

O 

時
分
、
七
月
十
六
日
廻
り
番
目
夏
市
郎
右
衛
門
・
氏
家
十
兵
衛
・
痴
藤

市
左
衛
門
・
富
永
醤
十
郎
・
川
勝
杢
之
助
・
大
橋
五
郎
右
衛
門
・
中
村
瀬

兵
衛
足
額
十
人
許
先
に
立
ち
、
金
海
大
豆
田
越
を
夜
の
六
つ
半
時
分

に
廻
る
折
節
、
滞
住
寺
の
前
に
て
踏
あ
り
。
足
艦
是
を
遁
ひ
梯
ふ
。
何

者
や
ら
ん
侍
一
入
、
若
黛
・
草
履
取
を
つ
れ
、
足
彊
と
問
答
し
て
居

た
り
。
跡
よ
り
右
七
人
の
者
共
来
る
成
、
彼
侍
刀
に
乎
を
懸
け
抜
か

ん
と
す
。
氏
家
十
兵
衛
子
飼
立
の
若
都
廿
裁
許
り
た
る
が
、
刀
を
抜

放
し
て
侍
の
眉
聞
を
切
る
。
侍
も
抜
く
鹿
を
抱
き
捕
へ
て
見
れ
ば
‘

小
松
附
馬
廻
金
森
平
三
郎
と
云
ふ
者
也
。
小
松
者
を
あ
た
づ
り
て
如
v

此
と
、
利
常
卿
大
方
た
ら
宇
御
立
腹
に
で
‘
番
頭
と
云
ひ
年
寄
と
云

ひ
、
第
一
日
夏
市
郎
右
衛
門
不
厨
と
て
、
篠
原
織
部
へ
預
け
ら
れ
、

叉
う
つ
け
た
る
家
砲
を
召
仕
ふ
と
て
‘
民
家
十
兵
衡
を
ぽ
踊
胸
痛
右

衛
門
に
預
け
ら
れ
‘
共
外
五
人
は
閉
門
也
。
共
後
色
々
御
詑
曾
あ
り

け
れ
ど
も
‘
猶
御
立
腹
止
ま
守
し
て
、
日
夏
父
子
・
氏
家
父
子
共
に

切
腹
、
共
五
人
は
迫
放
せ
ら
れ
、
金
森
平
三
郎
は
大
乗
寺
に
て
切
腹

す
。
宮
井
喜
兵
衛
一
門
に
て
介
錯
す
。
小
松
よ
り
大
橋
又
兵
衛
を
以

て
安
易
守
・
山
城
守
方
へ
御
断
り
、
則
又
兵
衛
検
伎
な
し
た
り
。
扱
十

年
飴
過
ぎ
て
、
右
五
人
の
遁
放
人
共
被
昌
召
選
一
五
人
の
内
中
村
瀬
兵

と
申
し
け
れ
ば
、
金
森
万
に
手
を
懸
け
、
互
に
雑
官
陀
成
り
け
れ
ば
、

近
所
の
者
共
出
合
ひ
あ
っ
か
弘
、
相
引
き
に
成
り
け
る
慮
、
早
小
松
へ

問
え
.
御
吟
味
き
び
し
く
成
り
、
夜
廻
氏
家
十
兵
衛
・
日
夏
市
郎
右
衛

門
雨
入
切
腹
被
n
仰
付
一
金
森
平
三
郎
は
迫
放
に
仰
付
け
ら
れ
け
り
。

と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
金
森
平
三
郎
を
遁
放
と
載
せ
た
る
は
遁
聞
た

る
ぺ
し
。

。
法
苑
山
海
住
寺

曹
洞
宗
也
。
寺
記
に
云
ふ
。
蛍
奇
開
基
花
岡
天
皇
御
世
文
保
二
年
、

犬
乗
寺
二
世
笹
山
和
倫
、
加
賀
園
加
賀
郡
山
崎
村
に
創
立
。
花
園
市

勅
額
を
賜
ひ
、
法
苑
山
浮
住
寺
と
競
し
、
寺
領
三
宵
貨
の
地
を
寄
附

し
給
へ
り
。
紛
皆
・
寄
進
欽
等
停
来
の
島
、
兵
飢
の
頃
兵
火
花
躍
り
悉

〈
焼
亡
す
。
庭
堂
和
倫
の
時
大
豆
岡
村
に
移
穂
し
、
堂
宇
再
興
し
、

園
侯
よ
り
寺
地
二
千
三
百
歩
を
寄
附
せ
ら
る
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
)

日

本

空

襲

繁

盛

山

警

務

官

、

加

州

2・
抗

議

e

皆
締
v
師
毎
日
間
間
山
之
組
吋
と
あ
り
て
、
能
登
園
酒
井
永
光
寺
に
僻
来
せ

る
元
亨
=
一
年
十
月
九
日
に
筆
記
せ
ら
れ
し
盛
山
締
師
の
置
文
に
、
加

州
浮
住
寺
者

a

本
願
素
意
滑
滞
寄
進
之
借
所
間
佳
品
素
意
-
骨
P
了
関
上

鹿
ア
令
a

修
練
勤
行
吋
如
今
無
涯
老
門
徒
相
承
而
可
v
令
-
住
持
興
行
で
是




